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令
和
３
年
度
普
通
会
計
の
決
算

状
況
は
、普
通
建
設
事
業
費
の
減

や
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症

に
係
る
特
別
定
額
給
付
金
給
付
事

業
費
の
皆
減
な
ど
に
よ
り
、歳
入
・

歳
出
と
も
に
大
幅
な
減
額
と
な
り

ま
し
た
。歳
入
総
額
は
対
前
年
度

比
25
億
８
２
４
５
万
１
千
円
、8.2

％
減
の
２
８
７
億
４
９
４
０
万
６

千
円
、歳
出
総
額
は
対
前
年
度
比

30
億
３
８
６
０
万
５
千
円
、9.9
％

減
の
２
７
５
億
１
３
５
１
万
１
千

円
で
、実
質
収
支
は
10
億
１
８
４

４
万
４
千
円
の
黒
字
と
な
っ
て
い

ま
す
。

　
ま
た
、地
方
債
借
入
残
高
は
令

和
３
年
度
末
で
、対
前
年
度
比
18

億
６
３
０
５
万
４
千
円
、8.5
％
増

の
２
３
７
億
３
６
４
４
万
５
千
円

と
な
っ
て
い
ま
す
。財
政
構
造
の
弾

力
性
を
示
す
経
常
収
支
比
率
は

82
．１
％
で
対
前
年
度
比
5.1
ポ
イ
ン

ト
の
減
と
な
り
、公
債
費
負
担
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和
３
年
度
の
こ
ど
も
相
談
係

へ
の
相
談
件
数
99
件
の
う
ち
、43
件

が
虐
待
相
談
で
、令
和
２
年
度
よ

り
４
件
減
少
し
て
い
ま
す
。南
国
市

要
保
護
児
童
対
策
地
域
協
議
会
が

対
応
す
る
児
童
虐
待
案
件
は
、７

月
末
現
在
で
39
件
で
あ
り
、そ
の
約

半
数
が
心
理
的
虐
待
で
す
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児
童
虐
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へ
の
社
会
的
関
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の

高
ま
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も
あ
り
、今
後
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ど
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が
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想
さ
れ
ま
す
の
で
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に
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を
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出
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と
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て
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内
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町
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に
お
い
て「
小
さ
な
集
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活
性
化

事
業
」が
実
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さ
れ
ま
す
。本
市
で

は
、三
和
地
区
で
実
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す
る
こ
と

と
な
り
ま
し
た
。事
業
の
実
施
に
よ

り
、他
の
地
域
に
も
広
が
る
よ
う

取
組
を
進
め
ま
す
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を
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に
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や
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を
は
じ
め
と
す
る
専
門
家

か
ら
ア
ド
バ
イ
ス
を
い
た
だ
き
な
が

ら
事
業
を
進
め
ま
す
。

　
小
さ
な
集
落
に
活
力
を
生
み
出

す
取
組
と
し
て
、県
内
８
市
町
村

に
お
い
て「
小
さ
な
集
落
活
性
化

事
業
」が
実
施
さ
れ
ま
す
。本
市
で

は
、三
和
地
区
で
実
施
す
る
こ
と

と
な
り
ま
し
た
。事
業
の
実
施
に
よ

り
、他
の
地
域
に
も
広
が
る
よ
う

取
組
を
進
め
ま
す
。

　
専
門
家
会
議
を
定
期
的
に
開
催

し
、集
落
の
状
況
や
事
業
の
進
め

方
に
つ
い
て
課
題
を
共
有
し
、大
学

の
先
生
を
は
じ
め
と
す
る
専
門
家

か
ら
ア
ド
バ
イ
ス
を
い
た
だ
き
な
が

ら
事
業
を
進
め
ま
す
。

中
山
間
地
域
対
策

中
山
間
地
域
対
策

　
奈
路
、白
木
谷
、瓶
岩
地
区
へ
訪

問
し
、昨
年
度
の
集
落
実
態
調
査

の
結
果
報
告
を
し
た
う
え
で
、各

地
区
で
の
生
活
環
境
、安
全
安
心

な
ど
に
関
す
る
聞
き
取
り
調
査
を

実
施
し
ま
し
た
。

　
今
後
は
、い
た
だ
い
た
ご
意
見
や

ご
要
望
を
改
め
て
精
査
し
た
う
え

で
、地
域
の
活
性
化
に
向
け
た
対

策
を
検
討
し
ま
す
。

　
奈
路
、白
木
谷
、瓶
岩
地
区
へ
訪

問
し
、昨
年
度
の
集
落
実
態
調
査

の
結
果
報
告
を
し
た
う
え
で
、各

地
区
で
の
生
活
環
境
、安
全
安
心

な
ど
に
関
す
る
聞
き
取
り
調
査
を

実
施
し
ま
し
た
。

　
今
後
は
、い
た
だ
い
た
ご
意
見
や

ご
要
望
を
改
め
て
精
査
し
た
う
え

で
、地
域
の
活
性
化
に
向
け
た
対

策
を
検
討
し
ま
す
。

住
宅
耐
震
化
促
進

住
宅
耐
震
化
促
進

　
７
月
末
現
在
の
申
請
件
数
は
、

耐
震
診
断
が
30
件
、耐
震
設
計
が

40
件
、耐
震
工
事
が
48
件
、コ
ン
ク

リ
ー
ト
ブ
ロ
ッ
ク
塀
の
改
修
工
事

が
９
件
で
す
。

　
７
月
末
現
在
の
申
請
件
数
は
、

耐
震
診
断
が
30
件
、耐
震
設
計
が

40
件
、耐
震
工
事
が
48
件
、コ
ン
ク

リ
ー
ト
ブ
ロ
ッ
ク
塀
の
改
修
工
事

が
９
件
で
す
。

観
光
観
光

　「
不
思
議
の
国
の
ア
リ
ス
」な
ど

で
人
気
の
ア
リ
ス
を
テ
ー
マ
と
し

た
周
遊
企
画「
ア
リ
ス
の
不
思
議

な
ま
ち
め
ぐ
り
」を
、四
万
十
町
と

の
共
催
で
７
月
16
日
よ
り
開
始
し

ま
し
た
。こ
れ
は
、海
洋
堂
ホ
ビ
ー

館
四
万
十
で
開
催
さ
れ
る
企
画
展

に
合
わ
せ
た
も
の
で
、「
謎
解
き
」と

「
ポ
ス
ト
カ
ー
ド
ラ
リ
ー
」で
誘
客

す
る
企
画
と
な
っ
て
い
ま
す
。
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に
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る
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式
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イ
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高
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が
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田
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で
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を
開
始
す
る
こ
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と
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と
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で
進
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田
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の
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が
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で
す
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昨
年
12
月
か
ら
本
年
２
月
ま
で

の
公
募
に
お
い
て
、７
月
末
時
点
で

２
区
画
を
分
譲
し
、１
区
画
が
商

談
中
で
す
。残
る
４
区
画
は
、８
月

１
日
か
ら
製
造
業
と
流
通
業
を
対

象
に
入
居
企
業
の
随
時
募
集
を
開

始
し
て
い
ま
す
。
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南
国
市
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
バ
ス
お

よ
び
予
約
型
乗
合
タ
ク
シ
ー
の
さ

ら
な
る
利
用
促
進
を
図
る
取
組
と

し
て
、運
転
免
許
証
自
主
返
納
者

お
よ
び
そ
の
同
伴
者
１
名
へ
の
運

賃
半
額
割
引
制
度
を
導
入
す
る
こ

と
を
決
定
し
、10
月
１
日
か
ら
開

始
す
る
こ
と
と
し
ま
し
た
。
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　「
南
国
市
こ
れ
か
ら
の
教
育
保

育
を
考
え
る
会
」に
お
い
て
、昨
年

８
月
か
ら
６
回
の
協
議
を
経
て
、

こ
の
度「
南
国
市
こ
れ
か
ら
の
教

育
・
保
育
の
あ
り
方
に
つ
い
て
の
答

申
」を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　
今
後
は
こ
の
答
申
を
も
と
に
、

南
国
市
の
教
育
の
未
来
を
考
え
る

中
長
期
の
教
育
総
合
計
画
の
策
定

を
行
う
こ
と
と
な
り
ま
す
が
、策
定

に
あ
た
っ
て
は
、保
護
者
の
意
見
や

地
域
の
方
々
の
声
を
聴
き
な
が
ら

進
め
ま
す
。
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新
図
書
館
建
設
は
、物
件
移
転

お
よ
び
用
地
購
入
な
ど
の
業
務
を

進
め
て
お
り
、本
年
度
か
ら
２
カ

年
で
物
件
移
転
と
用
地
取
得
の
完

了
を
目
指
し
て
い
ま
す
。

　
地
域
交
流
セ
ン
タ
ー
は
、敷
地

内
外
構
１
工
事
が
竣
工
し
ま
し
た
。

今
後
は
、大
篠
公
民
館
の
解
体
を

含
む
敷
地
内
外
構
２
工
事
の
発
注

を
進
め
ま
す
。
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長
岡
小
学
校
の「
め
だ
か
学
童

ク
ラ
ブ
」の
新
築
工
事
が
７
月
に
完

了
し
、新
し
い
施
設
で
の
活
動
を
開

始
し
ま
し
た
。
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　平
山
耕
三
市
長
は
、
各
議
案
の

提
案
説
明
に
先
立
ち
、
市
政
の
主

要
な
課
題
を
報
告
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ま
し
た
。
あ

ら
ま
し
を
紹
介
し
ま
す
。
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健
全
度
を
示
す
実
質
公
債
費
比
率

は
7.8
％
で
対
前
年
度
比
0.5
ポ
イ
ン

ト
の
増
と
な
り
ま
し
た
。

　
本
年
度
の
普
通
交
付
税
は
、対

前
年
度
比
１
億
２
５
４
９
万
円
、

3.0
％
減
の
40
億
５
５
５
５
万
４
千

円
と
な
っ
て
い
ま
す
。ま
た
、臨
時

財
政
対
策
債
は
対
前
年
度
比
５
億

８
９
０
０
万
５
千
円
、71
．９
％
減

の
２
億
２
９
７
２
万
５
千
円
と
な

り
、合
計
で
は
７
億
１
４
４
９
万

５
千
円
の
減
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　
今
後
も
、適
切
に
収
支
を
見
込

む
こ
と
に
よ
り
、引
き
続
き
、健
全

な
財
政
運
営
の
確
立
に
努
め
ま
す
。
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る
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。そ
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、お
互
い
の
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や
良
さ
を
尊
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し
、認
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合
い
、

支
え
合
う
こ
と
は
必
要
な
こ
と
で

す
。南
国
市
は
、性
の
あ
り
方
に
関

わ
る
差
別
や
偏
見
を
な
く
し
、多

様
性
や
お
互
い
の
価
値
観
を
認
め

合
い
、誰
も
が
個
人
と
し
て
尊
重
さ

れ
、共
に
生
き
る
心
を
大
切
に
す

る
、住
み
や
す
い
ま
ち
づ
く
り
を

目
指
す
こ
と
を
、こ
こ
に
宣
言
し

ま
す
。」

　
こ
の
宣
言
を
き
っ
か
け
と
し
て
、

市
民
一
人
ひ
と
り
が
お
互
い
を
理

解
し
、多
様
性
を
認
め
合
う
社
会
、

誰
も
が
住
み
や
す
い
ま
ち
の
実
現

に
つ
な
げ
ま
す
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保
険
適
用
と
な
ら
な
い
43
歳
以

上
の
方
お
よ
び
治
療
内
容
に
よ
り

自
己
負
担
額
が
増
加
す
る
43
歳
未

満
の
方
に
対
し
て
、一
般
不
妊
治
療

お
よ
び
特
定
不
妊
治
療
の
費
用
を

助
成
す
る
こ
と
で
、経
済
的
負
担

の
軽
減
を
図
り
ま
す
。
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令
和
３
年
度
の
市
税
徴
収
実
績

は
、徴
収
額
60
億
６
２
６
３
万
円
、

徴
収
率
98
．25
％
で
、前
年
度
か
ら

徴
収
額
で
８
６
０
９
万
円
減
少
し

ま
し
た
が
、徴
収
率
は
０
．69
ポ
イ

ン
ト
の
増
加
と
な
っ
て
い
ま
す
。減

収
の
主
な
要
因
は
、３
年
に
一
度
の

固
定
資
産
税
の
評
価
替
え
に
よ
り

家
屋
の
調
定
額
が
下
が
っ
た
こ
と

に
よ
る
も
の
で
、新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ

ル
ス
感
染
症
の
税
収
に
対
す
る
影

響
は
わ
ず
か
で
し
た
。軽
自
動
車
税

は
４
９
３
万
円
、た
ば
こ
税
は
２

３
４
４
万
円
の
増
収
と
な
っ
て
い

ま
す
。

　
今
後
は
、三
税
協
力
体
制
を
推

進
し
つ
つ
、税
の
公
平
性
、収
入
未

済
額
の
削
減
お
よ
び
徴
収
率
の
向

上
を
図
り
、自
主
財
源
の
確
保
に

努
め
ま
す
。
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に
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